
 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平素は井藤圭順の議員活動、後援会活動

にご理解とご協力を賜り誠にありがとう

ございます。今年も皆様方におかれまして

は、佳き年でありますように祈念しており

ます。 

さて、昨年の 12 月議会におきまして、

当選後初となる議会質問を行いました。 

今回は待機児童問題をはじめ、小中学生の

安全安心に関する問題についてです。 

 

 

 

 （１）次年度以降の新設園と保育士確保について 

平成 28年に待機児童対策室が立ち上がってからの取り組みと 

待機児童の推移について 

 受け入れ枠 待機児童  

平成 28年～31年度 ＋3700人  待機児童対策室における

実績と現状 平成 31年 4月時点  412人 

令和元年 11月時点  632人 

～令和 2年 3月 ＋1200人予定  令和元年 6月議会答弁に

おける更なる対策 ～令和 2年 10月 ＋300人予定  

～令和 3年 4月 ＋500人予定  令和元年 9月議会より 

令和 3年 4月以降  0人（予定）  

   

また、新規参入事業者の新設園開園負担割合について明石市は事業者負担割合が他都市に比べ以

下の通り優遇されています。 

 

一般負担割合

国助成

市町村助成

事業者1/4

明石市負担割合

国助成

明石市助成

事業者1/8

明石市負担割合

(令和元年10月まで限定)

国助成

明石市助成

事業者1/20

人づくりのまち 明石をめざして 

明石市議会議員 井藤圭順 レポート 

明石市の待機児童対策について 

令和 2年-第 1号 

ご あ い さ つ 

 

【令和元年 12月議会質問写真】 

質 問 



 

また、本市の保育士確保については県内の市区 

町村より先進的に事業を行っており、独自の対策と 

して右記の取り組みも行っています。 

 

 

 

 

 

                             

   

 

これらの待機児童に関する市の取り組みを踏まえ、次の問題点を指摘しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          こども育成部長 

 

 待機児童問題に関しては、現在取り組み中の都市公園を活用した施設整備や公立幼稚園の更な

る活用により、令和 3年 4月の待機児童解消を目指し進めていきます。 

また、保育の質の確保を推進する上で、保育士の職場環境改善を目的とした「いきいき保育職

場応援事業」を推進し、保育士がやりがいを持ち、長く就労できる環境整備支援に努めます。 

しかしながら現在、就学前人口が急増し保育サービスの需要が加速しており、さら

に国の幼児教育保育の無償化が実施されていることによって、状況が以前より大きく

変化しています。これを受け計画の見直しと各施設の在り方を再精査した幼児教育の

将来像を早期に示します。 

 

 （２）市立幼稚園の預かり保育について（3歳児以降） 

 

待機児童の中心年齢が 0～2歳のため、明石市では新設園だけでなく小規模保育園の開

設にも力を入れています。小規模保育園は安価で大きな面積も要らないため有効ですが

対象年齢が 0～2歳までのため、3歳児になってからの受け入れ先がなくなります。 

  そのため、市立幼稚園を活用した3歳児の預かり保育に力を入れていますが、

担当者に保育士や幼稚園教諭といった資格が必要です。そこで、兵庫県では子育

て支援員コース研修を修了した支援員の配置制度がありますが、その実態と保育

の質や職員体制について質問しました。 

・保育士の処遇改善 

・保育士定着支援金 

・潜在保育士職業復帰支援事業 

・私立保育所等のバスツアー 

・保育士就職フェアの開催 

・保育士宿舎借り上げ支援 

・保育士総合サポートセンターの開設 

1． 明石市は園舎整備に対して他市に比べ助成率が非常に大きく(市税の負担大)、新園舎

を建築した場合の減価償却期間は鉄筋コンクリートで 47年ですが、将来を見越して

新設が本当に必要であるのか(投資した税金が将来負の遺産とはならないのか) 

2． 都市公園(中崎遊園地・松が丘・上ヶ池)を活用した新設園の公募の内、特に中崎遊

園地については、再構築基本計画に準拠した子どもの健やかな成長と質の高い就学前

教育および保育環境が提供できるのか 

3． １～２を踏まえ、中長期的な人口動向に寄り添った持続可能な教育・保育環境が施行

できるよう、早急な再構築基本計画の見直しが行えるのか 

答 弁 

質 問 



 

 

          こども育成部長 

 

 現在市立幼稚園では全 27園で預かり保育を実施しており、担当職員を配置して幼稚園教諭と連

携しながら適正に安全に保育できています。法令による職員免許要件は次の通りです。 

     

保育士または幼稚園教諭 1/3 以上 

小学校教諭・養護教諭・子育て支援員研修修了者  

    

   明石市の預かり保育に従事する職員数は次の通りです。 

 

保育士または幼稚園教諭 43名 合計 

65名 子育て支援員研修修了者 18名 

その他  4名 

 

 

  

 

① 子育て支援員を保育園に配置することはで

きますか。保育園においては右記のような問

題があり、解消に向けて短期的な派遣は可能

か。 

 

② 子育て支援員研修の受講希望者が県内に多く、兵庫県が希望者全員受講でき
ていない現状より、明石市独自で研修会を行い、修了した支援員を総合サポ
ートセンターに登録し管理することは可能か。 

 

 

 

人材バンク的な形のものは実施主体や法的な課題などもあると思われますので
今後調査研究します。また、市での研修の実施についても今後十分検討していきます。 

 

 

 （３）幼稚園給食お弁当デリバリーについて 

 

幼稚園給食として実施予定のお弁当は大多数の保護者から賛同されており、

90％近くの園児が利用すると思われます。これを踏まえ、アレルギー園児対策

として対象園児が誤ってアレルゲン物質を口にしないような配膳管理や人員

体制をはじめ運営方法について質問しました。 

 

          こども育成部長 

 

現在、幼稚園の園長と保育所給食を担当する管理栄養士等による検討チームにおいて、給食の実

施について詳細を詰めています。議員指摘の配膳やアレルギー対策についても人員体制やマニュア

ル整備を進めるなど安全安心の給食ができるよう現場の声を聴きながら進めてまいります。 

 

１．個性を持った園児対応。 

（この子に保育士が一人分 

割かれてしまうため） 

２．保育士のインフルエンザ罹患などによる充当 

３．保育士の出張研修などによる充当 

答 弁 

質 問 

再 質 問 

再 答 弁 

答 弁 



 

 

 

 （１）ＩＣＴを活用した小学生の登下校見守りについて 

 

 小学生の連れ去り被害対策としてＧＰＳ付きのＩＣタグを携帯させることで、登

下校状況を保護者が携帯で管理できる機能の活用に向けた見解を質問しました。 

 

          教育局長 

 

 一定程度の保護者ニーズがあると思われる為、ＩＣＴを活用した見守り事業の在り方や、導入の進
め方については引き続き調査研究を進めてまいります。 

 

 （２）中学校の防犯カメラについて 

 

 市内の中学校に不審者が侵入しました。大きな事件には至りませんでしたが、他にも不審

者の侵入事例があります。そこで中学校にも小学校同様、防犯カメラ設置を提案しました。 

 

          教育局長 

 

安全対策の各種取り組みや費用対効果、他都市の状況など総合的に勘案しながら、中学校の監視カ

メラの設置については引き続きの検討課題とします。 

 

 

  小中学生への日本の伝統と文化の教育について 

 

 京都市では、市立の小中学校の子どもたちが伝統文化の体験を通じて、礼儀などを身

に着けることを狙い、道徳や総合学習の時間を活用し、茶道と華道を学んでいます。こ

れにならい明石市でも各流派から講師を招き、市内の小中学校に出向いて、道徳や総合

学習の時間を活用し、子どもたちに伝統と文化の教育をしてはどうかと質問しました。

また、クラブ活動などで備品が揃っているところに、モデル校事業として推進しました。 

 

          教育局長 

 

本市としては故郷を大切にする心を育む教科を特別の教科道徳、生活科、総合的な学習の時間社会科

を通して育んできました。祭りや伝統行事の意味を深く考える学習を行っており、社会科の学習にお

いても、3・4 年生は社会科副読本「わたしたちの明石」を活用して授業を行っています。そのほか

文化庁の事業である伝統文化親子教室事業を活用して日本の伝統と文化である茶道、華道、日本舞踊

など、親と共に体験的に学ぶ地域活動を支援しています。学校現場としては教科道徳を要として、ま

ずは各教科と学校教育活動全体を通して、茶道など日本の伝統と文化を尊重する心について学んでい

きます。モデル校事業の提案については、各学校に提案していきたいと思います。 

 

小中学生の安全対策について 

質 問 

答 弁 

質 問 

答 弁 

伝統文化の教育について 

質 問 

答 弁 


